























そこで本論では 2004 年と 2005 年に行ったデンマークの居住型施設調査に基づき、デンマークの児
童養護の現状とこうした子ども達を支える仕組みについて報告したい。
調査の概要












2005 年の夏には個人的に 2004 年の訪問には含まれなかった大規模施設に訪問した。これらの調査結
果をまとめたものが表 1である。
デンマークの児童福祉制度の概略

















設立年 1997 1977 ― 1940
住所 コペンハーゲン市内 コペンハーゲン市内 スコッツボーグ（コペンハーゲンから車で 30 分）
ナルム（コペンハーゲン
から車で 30 分）
設置主体 公立 公立 民間 民間
対象年齢 16 歳～26 歳
基本的には子どもと家族。














































































































































ている。児童養護に関する業務は、Amt と Comune が共同で責任を持つことが特徴ともいえる。
1985 年社会保障法に子どもの保護に関する国と自治体の役割が整理されている。国の役割は児童
福祉施策全体に関する監督である。Amt は当該地域で必要とされる施設を設置するとともに、施設
の監督や調査を行う。子ども達に施設や里親を提供するための業務はAmt と Commune が共同で行
い、子ども達を保護した後の経費もAmt と Commune の両方によって支出される。
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デンマークの施設はAmt や Comune に所属する公立の施設と、Amt との契約に基づいて子ども達
を受け入れる民間の施設がある。デンマークの施設形態はかつて多様であったが近年はそれらが整理
される傾向があり、現在は比較的多くの人数を受け入れる大規模施設（「大規模」とは言え定員は概
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An introduction to child care in Denmark
Michito UCHIMOTO
This is a report on residential establishments for children in Denmark.
Based on a survey carried out in 2004 and 2005, I give a brief introduction to the child welfare and
support system for children living in residential establishments in Denmark.
I also include a case study of a large institution providing therapeutic care for disturbed children.
There are some differences from the Japanese child welfare system, however the Danish situation gives
us an example of high standards of living condition provisions in a children's home, and enhances
current discussion regarding children's homes in the community.
平安女学院大学研究年報 第 7号 2006
－ 63 －
ssss
